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第５学年算数科学習指導案 

日 時 令和４年 9月 7日（水） 

授業者 ホップ  N. R. 

ステップ N. N. 

ジャンプ E. S. 

 

 

１ 単元名 倍数と約数 

 

２ 単元の目標 

 （１）偶数と奇数、倍数・公倍数・最小公倍数や、約数・公約数・最大公約数の意味と求め方を理解

し、求めることができる。 

（２）整数を偶数と奇数、倍数、約数の観点から分類してから考え、分類した数の集まりに共通の特

徴を考え、整数の見方についての豊かな感覚をもちながら考える力を養う。 

 （３）偶数と奇数、倍数、約数の考えを問題解決や、日常生活の場面で役立てようとする態度を養う。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 偶数と奇数を分類し、意味や

性質について理解すること

ができる。 

② 倍数、公倍数、最小公倍数の

意味と求め方を理解し、求め

ることができる。 

③ 約数、公約数、最小公約数の

意味と求め方を理解し、求め

ることができる。 

① 整数を偶数と奇数、倍数、約

数の観点から類別する仕方を

考えることができる。  

② 図や式、言葉等を使って、友

達に自分の考えを伝えること

ができる。 

③ 数の構成について考察したり

するとともに、日常生活に生

かすことができる。 

① 整数を偶数と奇数、倍数、約

数という観点で類別しよう

としている。 

 

 

４ 単元について 

本単元で扱う内容は、算数科学習指導要領解説では、以下のように位置付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5学年 A（１）整数の性質 

（１） 整数の性質及び整数の構成に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。   

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア） 整数は，観点を決めると偶数と奇数に類別されることを知ること。    

（イ） 約数，倍数について知ること。   

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。   

（ア） 乗法及び除法に着目し，観点を決めて整数を類別する仕方を考えたり， 数の構成に

ついて考察したりするとともに，日常生活に生かすこと。 



２ 

 第 5学年では、倍数や約数などの意味を理解できるようにするとともに、ある数の倍数の全体や約数

の全体をそれぞれ１つの集合としてとらえられるようにし、整数をある観点を定めていくつかの集合に

類別できることを指導のねらいとしている。4年までに、整数を億、兆の位まで拡張し、日常生活を処

理できるまでに、十進数としての理解を完成している。数概念も、ある数を 2つの数の和や差、あるい

は積や商として見るなど、次第に深められている。また、資料の整理のしかたを通して、ある観点を決

めて分類することのよさも理解している。この数の合成・分解、分類整理の学習の発展として、倍数、

約数をとらえ、さらに集合の考えを用い、できるだけ具体的な指導を通して公倍数、公約数の意味を理

解できるようにしたい。そして、最小公倍数、最大公約数の意味とその求め方を扱うようにすることも

大切にしていきたい。 

 

 

５ 単元の指導計画（１１時間扱い） 

 目標 ・主な学習内容 評価規準（評価方法） 

第１時 偶数と奇数の意

味・性質を理解す

る。 

・１～32 の数字を、２つのグルー

プ（偶数と奇数）に分ける。 

・偶数と奇数の意味・性質を考え

る。 

【知】整数は偶数と奇数に類

別できることを理解す

る。（ノート・発言） 

第２時 倍数の意味を理解

し、規則性などの

理解を深める。 

・パチンナンバーゲームをして、３

の倍数を類別する。 

・〇の段は、〇の倍数という言い方

を知り、倍数の規則性を考える。 

【知】倍数の意味を理解して

いる。（ノート・発言） 

【主】倍数の並び方や規則性

にリズムや美しさを感

じている。（行動） 

第３時 公倍数、最小公倍

数の意味と見つけ

方を理解する。 

・パチンナンバーゲームで２グル

ープに分かれ、２つの数字の倍数

で類別する。 

・２つの数字の倍数で、同数を公倍

数、公倍数で最小のものを最小公

倍数であることを知る。 

【知】公倍数、最小公倍数の

意味を理解している。

（ノート・発言） 

第４時 公倍数の求め方を ・４と６の公倍数、最小公倍数を求 【思】整数を倍数の観点から

・十進法の仕組み（整数） 

・10倍、100倍の数 

・小数の意味と表し方 

・小数の仕組み 

・小数の加法・減法 

（いずれも小数第二位） 

〔１ 大きい数〕 

〔10 小数〕 

第４学年 

・偶数と奇数 

・倍数、公倍数、最小公倍数の

意味と求め方 

・約数、公約数、最大公約数の

意味と求め方 

・倍分、約分 

・通分 

〔10 倍数と約数〕 

〔11 分数のたし算とひき算〕 

第５学年 

・正の数・負の数 

中学１年 



３ 

（本時） 考える。 める。 

・最小公倍数の求め方を、２と６の

倍数から考える。 

分類して考えている。

（ノート・発言） 

【知】公倍数、最小公倍数の

求め方を理解してい

る。（ノート・発言） 

第５時 ３つの数の公倍数

の求め方を考え

る。 

・２と３と４の倍数から、３つの数

の公倍数を考える。 

【知】３つの数の公倍数を求

めることができる。（ノ

ート・発言） 

第６時 適用問題に取り組

み、公倍数、最小公

倍数の理解を深め

る。 

・縦５cm、横６cmの長方形の紙を

並べて、正方形になるときを調べ

る。 

【思】最小公倍数の考え方を、

具体的な場面で活用し

ている。（ノート・発言） 

【知】倍数や最小公倍数を求

めることができる。（ノ

ート・発言） 

第７時 約数、公約数、最大

公約数の意味と見

つけ方を理解す

る。 

・長方形の中に同じ大きさの正方

形を敷き詰める問題について考

え、約数の意味を知り、求め方を

考える。 

・12 と 18 の約数の共通の数を見

付ける。 

・公約数、最大公約数の意味を知

る。 

【思】整数を約数の観点から

分類して考えている。

（ノート・発言） 

【知】約数の意味と求め方と

公約数、最大公約数の

意味を理解している。

（ノート・発言） 

第８時 公約数と最大公約

数の見つけ方を理

解し、求める。 

・18 と 24 の公約数の求め方を考

える。 

・最大公約数と約数の関係に気付

く。 

【知】公約数、最大公約数の

関係を理解している。

（ノート・発言） 

第９時 ３つの公約数の求

め方を考え、倍数

と約数の関係を理

解する。 

・６と９と 12の公約数を調べて求

める。 

・18 枚の正方形のカードを長方形

に並べる活動を通して、倍数と約

数の関係について考える。 

【知】倍数と約数の関係を理

解している。（ノート・

発言） 

第１０時 適用問題に取り組

み、倍数と約数に

ついての理解を深

める。 

・偶数と奇数に分ける。 

・倍数、約数を求める。 

・公倍数、最小公倍数を求める。 

・公約数、最大公約数を求める。 

・文章題を解く。 

【知】偶数と奇数、倍数と約

数の関係を理解してい

る。（ノート・発言） 

第１１時 身の回りの事象に

ついて考え、倍数

の理解を深める。 

・数表を活用し、３の倍数と 10の

倍数とその組み合わせでどんな

数があるのかを調べ。 

【主】倍数の考えを、進んで

身の回りの問題解決に

活用しようとしてい

る。（ノート・発言） 



４ 

６ 研究主題について 

 

 

 

 

 

（１）児童の実態 

①レディネステストの結果（７月 19日実施 第５学年 在籍 97名 実施 67名 未実施 30名） 

 
問題内容 

正答数 

正答率 

➀ 並んでいる数の規則性に着目ができている。 

問題例）□にあてはまる数を書きましょう。 

3-6-9-□-□-18   

64 

（96） 

② 乗法九九を１回適用して求める乗除ができている。 

問題例）7×6＝□ 32÷８＝□ 

60 

（90） 

➂ 乗除の関係が分かる。 

問題例）□÷４＝９ 

59 

（88） 

④ 図から乗除の関係が分かる。 

 

 
59 

（88） 

 単位：人（％） 

レディネステストの結果から児童の実態として以下のことが挙げられる。 

テストの結果としておおむねほとんどの児童が理解しており、高い正答率になっている。大問１は数

の並び方から規則性を見つけて、倍数の考え方で答えることができる児童が多かった。誤答では、倍数

の考え方ではなく、増加の考え方でとらえている児童もいた。乗除の関係の問題では、乗法の計算は比

較的できている児童が多かったが、除法の計算は乗法の理解不足で間違えている児童もいた。 

 このことから、乗法九九を適用した問題について理解ができていないことが分かった。そのために、

まずは乗法を使った倍数についての理解を深めたいと考え、本時を設定した。 

 

②意識調査の結果（７月１８日実施 第５学年 在籍９７名 実施７８名 未実施１９名） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

① 算数は、好きですか？ 
２７ 

（３５） 

２９ 

（３７） 

１７ 

（２２） 

５ 

（６） 

② 算数の学習に、進んで取り組んでいますか？ 
４１ 

（５３） 

２６ 

（３３） 

１１ 

（１４） 

０ 

（０） 

③ 
算数の授業で、自分の考えを書くことは好きです

か？ 

２４ 

（３１） 

３１ 

（４０） 

２２ 

（２８） 

１ 

（１） 

【研究主題】 

自分の考えを表現する力を育てる算数科の授業 

＜目指す児童像＞ 

自ら情報を整理・分析し、適した方法でまとめ・表現ができる児童 



５ 

④ 
算数の授業で、自分の考えを話す(伝える)ことは

好きですか？ 

１７ 

（２２） 

２１ 

（２７） 

３５ 

（４５） 

５ 

（６） 

⑤ 
算数の授業で、友達の考えを聞くことは好きです

か？ 

４４ 

（５７） 

２６ 

（３３） 

８ 

（１０） 

０ 

（０） 

⑥ 
算数の授業で、自分の考えを表現することは、大

切だと思いますか？ 

５１ 

（６６） 

２２ 

（２８） 

４ 

（５） 

１ 

（１） 

単位：人（％） 

意識調査の結果から算数の学習に対し７２％の児童が肯定的な回答をしている。また、算数の学習に

すすんで取り組んでいると回答した児童が８６％おり、算数に対して苦手意識がありながらも、意欲的

に算数の学習に取り組んでいる児童がいるとともに、多くの児童がすすんで学習していることが分かる。 

自分の考えを書いたり、友達の考えを聞いたりして学習することは好きな児童が多い傾向にあるが、

反面その書いた考えを発表することには苦手意識がある児童が半分以上いることが分かる。９４％の児

童が、算数の授業の中で自分の考えを表現することが大切だと思っているが、それを他者に伝えること

に苦手意識をもっている児童が多いことが分かる。 

本単元では、単元の流れに沿って考えがもてるように表現の方法を工夫し、児童の考えを基に学習問

題を解決していけるように学習を進めていく。 

 

（２）研究主題に迫るための手だて  

自分の考えを表現できるようにするために、 

（ア）自分の考えをもつ、（イ）考え表現する意欲を高める、（ウ）表現方法を選択できる、 

（エ）表現しやすい環境を作る 

ことが必要であると考え、それぞれにおける以下の具体的な手だてを設定した。 

 

（ア）自分の考えをもつための手だて 

・導入時に前時の振り返りを行い、既習内容を確認する。 

・新しい言葉や数的な概念が出てくることから、偶数と奇数、倍数と約数の違いや前時に解決し

た問題を黒板に掲示する。 

・自力解決の時間を十分に確保する。（ホップ、ステップグループ） 

（イ）考え表現する意欲を高めるための手だて 

   ・児童が興味や必要感をもって学習に取り組めるように、具体的かつ日常生活場面を想起できる

ような学習問題を提示する。 

（ウ）表現方法を選択できるようにするための手だて 

・数直線、百マス、表、ベン図などを用いて学習を進め、習熟度等の実態に応じて様々な表現方

法を習得できるようにする。そして、授業の導入で表現方法を確認したり掲示したりして、問

題に対して自分の考えを表現しやすい方法を見つけられるようにする。 

（エ）表現しやすい環境を作るための手だて 

 ・レディネステストの結果、本人の希望、これまでの学習の様子を考慮して４つの少人数グル

ープ（チャレンジ、ジャンプ、ステップ、ホップ）を構成した。 

・少人数で自分の考えを表現できるように、ペアまたはグループでの話し合いの時間を設ける。 



６ 

７ 本時案（全１１時間中の第４時） 

ホップ 

（１）本時の目標 

   公倍数の求め方を考える。 

（２）授業の視点 

○ 自分の考えを他者に伝えるために、適宜学習形態を変えていたことは有効であったか。 

○ 既習事項を活用して本時の問題に取り組む上で掲示物を活用したことは、児童が自分の考え

をもつために有効であったか。 

 

（３）本時の展開 

時 

間 
〇学習活動 

◇指導上の留意点 

☆評価規準（評価方法） 

導 

入 

１

０

分 

１ パチンナンバーゲームをして、公倍数や最小公倍数に

ついて振り返る。 

T ３の倍数で手をたたいてみましょう。 

C （３、６、９、１２、１５、１８） 

T ４の倍数で手をたたいてみましょう。 

C （４、８、１２、１６、２０） 

T 左側のグループが３の倍数、右側のグループが４の倍数

で手をたたきましょう。 

T 「１２」の時に２つのグループが手をたたきましたね。 

「１２」という数は、どんな数ですか。 

C ３と４の公倍数です。 

T 3 の倍数と４の倍数の共通な数を公倍数と言いました

ね。「１２」は、３と４の公倍数の中でも一番数が小さ

いので、何という数ですか。 

C ３と４の最小公倍数です。 

 

２ 本時の問題とめあてについて知る。 

T 前回は、３と４の公倍数について考えました。今日は、

レベルアップして、公倍数の問題に取り組みましょう。 

T 今日の問題は、「４と６の公倍数を小さい方から５つ求

めよう。」です。 

T 自分だったら、どのような方法で公倍数を求めますか。

一人一人求め方が違うと思います。そこで、今日のめあ

ては、「公倍数の求め方を考えよう。」です。 

 

 

 

◇パチンナンバーゲームを楽し

み、学習意欲を高める。 

◇３と４の倍数で手をたたくこと

で、児童全員が倍数についてき

ちんと確認できるようにする。 

◇２つのグループが同時に手をた

たいた「１２」に注意を向けさせ

る。 

◇２つ数の倍数の共通な数が公倍

数、その中でも一番小さい数が

最小公倍数であることを確認

し、前時までの振り返りをする。 

◇公倍数（最小公倍数）について分

かりやすい表示を黒板に掲示

し、児童がいつでも見て思い出

せるようにする。 

 

◇振り返りで理解できていること

を励まし自信をもたせるととも

に、既習内容を生かして新たな

問題への取り組む意欲を高めら

れるような言葉かけをする。 

◇答えは同じでもそれまでの考え

方はたくさんあることを伝え、

自分なりの考えを表現できるよ

うにする。 
めあて 

公倍数の求め方を考えよう 



７ 

自 

力 

解 

決 

１

０

分 

３ 公倍数の求め方について考える。 

T それでは、４と６の公倍数を求めましょう。自分の考え

をノートに書き表しましょう。 

T 自分の考えを友達に伝えるので、見て分かりやすいよう

に書きましょう。 

 

C１ 4の倍数と６の倍数の共通の数をさがしました。 

   4の倍数 ４、８、１２、１６、２０、２４、… 

   6の倍数 ６、１２、１８、２４、３０、３６、… 

 

C２ 4の倍数の中から 6の倍数をさがしました。 

4の倍数 ４、８、１２、１６、２０、２４、… 

 

C３ ６の倍数の中から４の倍数をさがしました。 

6の倍数 ６、１２、１８、２４、３０、３６、… 

 

C４ 最小公倍数１２を求め、１２の倍数をさがしました。 

4の倍数 ４、８、１２、 

   6の倍数 ６、１２、 

   １２×２＝２４、１２×３＝３６、… 

◇問題に対して理解できていない

児童には、倍数や公倍数につい

て再度確認する。 

◇ノートに自分の考えを表現でき

ない児童には、どのように考え

たのかを少しずつ聞いて、話し

たことを書き表せるよう助言す

る。 

◇答えを出すことができた児童に

は、できたことを褒め、もう１つ

の考え方で解いてみるよう促し

意欲をもたせる。 

◇自分の考えをロイロノートに提

出させる。 

◇机間指導やロイロノートの提出

箱から様々な考えを把握してお

く。 

☆整数を倍数の観点から分類して

考えることができたか。【思】（ノ

ート） 

集 

団 

検 

討 

１

５

分 

４ ペアで自分の考えを伝え合う。 

T ４と６の公倍数は求められましたか。どんな考えをもち

ましたか。自分の考えを友達に伝えましょう。自分の考

えと同じか違うかを意識しながら聞きましょう。 

C 4の倍数と６の倍数の共通の数をさがしていて、考えが

同じでした。 

C 私は 4 の倍数の中から 6 の倍数をさがしたけれど、友

達は６の倍数の中から４の倍数をさがしていて、考え

が違いました。 

 

５ 全体で考えを共有し、深める。 

T ４と６の公倍数をどのような考えで求めましたか。 

 

C１～C４の考え 

 

T 公倍数は、どの方法で考えるとより早く簡単に求められ

そうですか。 

C 最小公倍数の倍数をさがしていく方法です。 

◇きちんと自分の考えがもててい

ることを褒め、表現することに

自信をもたせる。 

 

◇友達に説明する時は、丁寧な言

葉で話すよう確認する。 

◇友達の考えは、自分の考えとど

のようなところが同じなのか違

うのかを意識しながら聞くよう

に伝える。 

 

◇様々な考えを共有できるように

発表させる。 

◇最小公倍数の倍数から発表させ

る。 



８ 

  

 

 

ま 

と 

め 

10

分 

６ 公倍数の求め方についてまとめる。 

T 今日のめあては、「公倍数の求め方を考えよう」でした。

公倍数を求めるには、どのような方法がよりよいかま

とめましょう。 

 

７ 適用問題に取り組む。 

T ２と６の公倍数を小さい方から５つ求めましょう。 

C 最小公倍数６を求め、６の倍数をさがしました。 

  2の倍数 ２、４、６ 

  ６の倍数 ６ 

  ６×２＝１２、6×３＝１８、… 

◇再度めあてを意識させ、児童の

言葉から公倍数のよりよい求め

方についてまとめる。 

 

 

 

 

 

◇自分の考えをきちんともてたこ

とや発表できたことを褒め、適

用問題に意欲的に取り組めるよ

うにする。 

☆公倍数、最小公倍数の求め方を

理解することができたか。【知】

（ノート） 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まとめ 

公倍数は、２つの数の倍数を並べて見つける

とよい。（公倍数は、最小公倍数の倍数になっ

ている。） 

 

まとめ 

公倍数は、２つの数の倍数を並べて見つけるとよ

い。（公倍数は、最小公倍数の倍数になっている。） 

めあて 

公倍数の求め方を考えよう 

4の倍数 ４、８、１２、１６、２０、２４、… 

6の倍数 ６、１２、１８、２４、３０、３６、… 
4の倍数 ４、８、１２、 

6の倍数 ６、１２、 

１２×２＝２４、１２×３＝３６、… 

6の倍数 ６、１２、１８、２４、３０、３６、… 

4の倍数 ４、８、１２、１６、２０、２４、… 

公倍数とは 

２つの数の倍数の共通する数 

3の倍数 ３、６、９、１２、１５、１８、… 

４の倍数 ４、８、１２、１６、２０、… 



９ 

ステップ 

（１）本時の目標 

   公倍数の求め方を考える。 

（２）授業の視点 

   ○ 自分の考えを他者に伝えるために、適宜学習形態を変えていたことは有効であったか。 

   ○ 児童が自分の考えをもつために、公倍数についての振り返りや掲示をしたことは有効であっ

たか。 

 

（３）本時の展開 

時 

間 
〇学習活動 

◇指導上の留意点 

☆評価規準（評価方法） 

導 

入 

１

０

分 

１ パチンナンバーゲームをして、公倍数や最小公倍数に

ついて振り返る。 

T ３の倍数で手をたたいてみましょう。 

C （３、６、９、１２、１５、１８） 

T ４の倍数で手をたたいてみましょう。 

C （４、８、１２、１６、２０） 

T 左側のグループが３の倍数、右側のグループが４の倍数

で手をたたきましょう。 

T 「１２」の時に２つのグループが手をたたきましたね。 

「１２」という数は、どんな数ですか。 

C ３と４の公倍数です。 

T 3 の倍数と４の倍数の共通な数を公倍数と言いました

ね。「１２」は、３と４の公倍数の中でも一番数が小さ

いので、何という数ですか。 

C ３と４の最小公倍数です。 

 

２ 本時の問題とめあてについて知る。 

T 前回は、３と４の公倍数について考えました。今日は、

レベルアップして、公倍数の問題に取り組みましょう。 

T 今日の問題は、「４と６の公倍数を小さい方から５つ求

めよう。」です。 

T 自分だったら、どのような方法で公倍数を求めますか。

一人一人求め方が違うと思います。そこで、今日のめあ

ては、「公倍数の求め方を考えよう。」です。 

 

 

 

◇パチンナンバーゲームを楽し

み、学習意欲を高める。 

◇３と４の倍数で手をたたくこと

で、児童全員が倍数についてき

ちんと確認できるようにする。 

◇２つのグループが同時に手をた

たいた「１２」に注意を向けさせ

る。 

◇２つ数の倍数の共通な数が公倍

数、その中でも一番小さい数が

最小公倍数であることを確認

し、前時までの振り返りをする。 

◇公倍数（最小公倍数）について分

かりやすい表示を黒板に掲示

し、児童がいつでも見て思い出

せるようにする。 

 

◇振り返りで理解できていること

を励まし自信をもたせるととも

に、既習内容を生かして新たな

問題への取り組む意欲を高めら

れるような言葉かけをする。 

◇答えは同じでもそれまでの考え

方はたくさんあることを伝え、

自分なりの考えを表現できるよ

うにする。 
めあて 

公倍数の求め方を考えよう 



１０ 

 

 

 

 

自 

力 

解 

決 

１

０

分 

３ 公倍数の求め方について考える。 

T それでは、４と６の公倍数を求めましょう。自分の考え

をノートに書き表しましょう。 

T 自分の考えを友達に伝えるので、見て分かりやすいよう

に書きましょう。 

 

C１ 4の倍数と６の倍数の共通の数をさがしました。 

   4の倍数 ４、８、１２、１６、２０、２４、… 

   6の倍数 ６、１２、１８、２４、３０、３６、… 

 

C２ 4の倍数の中から 6の倍数をさがしました。 

4の倍数 ４、８、１２、１６、２０、２４、… 

 

C３ ６の倍数の中から４の倍数をさがしました。 

6の倍数 ６、１２、１８、２４、３０、３６、… 

 

C４ 最小公倍数１２を求め、１２の倍数をさがしました。 

4の倍数 ４、８、１２、 

   6の倍数 ６、１２、 

   １２×２＝２４、１２×３＝３６、… 

◇問題に対して理解できていない

児童には、倍数や公倍数につい

て再度確認する。 

◇ノートに自分の考えを表現でき

ない児童には、どのように考え

たのかを少しずつ聞いて、話し

たことを書き表せるよう助言す

る。 

◇答えを出すことができた児童に

は、できたことを褒め、もう１つ

の考え方で解いてみるよう促し

意欲をもたせる。 

◇自分の考えをロイロノートに提

出させる。 

◇机間指導やロイロノートの提出

箱から様々な考えを把握してお

く。 

☆整数を倍数の観点から分類して

考えることができたか。【思】（ノ

ート） 

集 

団 

検 

討 

１

５

分 

４ ペアで自分の考えを伝え合う。 

T ４と６の公倍数は求められましたか。どんな考えをもち

ましたか。自分の考えを友達に伝えましょう。自分の考

えと同じか違うかを意識しながら聞きましょう。 

C 4の倍数と６の倍数の共通の数をさがしていて、考えが

同じでした。 

C 私は 4 の倍数の中から 6 の倍数をさがしたけれど、友

達は６の倍数の中から４の倍数をさがしていて、考え

が違いました。 

 

５ 全体で考えを共有し、深める。 

T ４と６の公倍数をどのような考えで求めましたか。 

 

C１～C４の考え 

 

T 公倍数は、どの方法で考えるとより早く簡単に求められ

そうですか。 

C 最小公倍数の倍数をさがしていく方法です。 

◇きちんと自分の考えがもててい

ることを褒め、表現することに

自信をもたせる。 

 

◇友達に説明する時は、丁寧な言

葉で話すよう確認する。 

◇友達の考えは、自分の考えとど

のようなところが同じなのか違

うのかを意識しながら聞くよう

に伝える。 

 

◇様々な考えを共有できるように

発表させる。 

 

◇早く簡単にできるという視点か

ら「最小公倍数の倍数をさがし

ていく方法」に良さを見出せる

ようにしていく。 



１１ 

  

 

 

ま 

と 

め 

1０

分 

６ 公倍数の求め方についてまとめる。 

T 今日のめあては、「公倍数の求め方を考えよう」でした。

公倍数を求めるには、どのような方法がよりよいかま

とめましょう。 

 

７ 適用問題に取り組む。 

T ２と６の公倍数を小さい方から５つ求めましょう。 

C 最小公倍数６を求め、６の倍数をさがしました。 

  2の倍数 ２、４、６ 

  ６の倍数 ６ 

  ６×２＝１２、6×３＝１８、… 

◇再度めあてを意識させ、児童の

言葉から公倍数のよりよい求め

方についてまとめる。 

 

 

 

 

 

◇自分の考えをきちんともてたこ

とや発表できたことを褒め、適

用問題に意欲的に取り組めるよ

うにする。 

☆公倍数、最小公倍数の求め方を

理解することができたか。【知】

（ノート） 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

公倍数は、２つの数の倍数を並べて見つける

とよい。（公倍数は、最小公倍数の倍数になっ

ている。） 

 

まとめ 

公倍数は、２つの数の倍数を並べて見つけるとよ

い。（公倍数は、最小公倍数の倍数になっている。） 

めあて 

公倍数の求め方を考えよう 

4の倍数 ４、８、１２、１６、２０、２４、… 

6の倍数 ６、１２、１８、２４、３０、３６、… 4の倍数 ４、８、１２、 

6の倍数 ６、１２、 

１２×２＝２４、１２×３＝３６、… 

6の倍数 ６、１２、１８、２４、３０、３６、… 

4の倍数 ４、８、１２、１６、２０、２４、… 

公倍数とは 

２つの数の倍数の共通する数 

3の倍数 ３、６、９、１２、１５、１８、… 

４の倍数 ４、８、１２、１６、２０、… 



１２ 

ジャンプ 

（１）本時の目標 

   公倍数の求め方を考える。 

（２）授業の視点 

   ○ 自分の考えを他者に伝えるために、適宜学習形態を変えていたことは有効であったか。 

   〇 根拠のある考えをもつことができるようにするために、前時の振り返りや既習事項の掲示物

していたことは有効であったか。 

 

（３）本時の展開 

時 

間 
〇学習活動 

◇指導上の留意点 

☆評価規準（評価方法） 

導 

入 

１

０

分 

１ パチンナンバーゲームをして、公倍数や最小公倍数に

ついて振り返る。 

T 右側のグループが３の倍数、左側のグループが４の倍数

で手をたたきましょう。 

T どの数の時に２つのグループが同時に手をたたきまし

たか。 

C 「１２」です。 

T 「１２」という数は、どんな数ですか。 

C ３と４の公倍数です。 

T 3 の倍数と４の倍数の共通な数を公倍数と言いました

ね。「１２」は、３と４の公倍数の中でも一番数が小さ

いので、何という数ですか。 

C ３と４の最小公倍数です。 

 

２ 本時の問題とめあてについて知る。 

T 前回は、３と４の公倍数について考えました。今日は、

レベルアップして、公倍数の問題に取り組みましょう。 

T 今日の問題は、「４と６の公倍数を小さい方から５つ求

めよう。」です。 

T 自分だったら、どのような方法で公倍数を求めますか。

一人一人求め方が違うと思います。そこで、今日のめあ

ては、「公倍数の求め方を考えよう。」です。 

 

 

◇パチンナンバーゲームを楽し

み、学習意欲を高める。 

◇２つのグループが同時に手をた

たいた「６」「１２」に注意を向

けさせる。 

◇２つ数の倍数の共通な数が公倍

数、その中でも一番小さい数が

最小公倍数であることを確認

し、前時までの振り返りをする。 

◇公倍数（最小公倍数）について分

かりやすい表示を黒板に掲示

し、児童がいつでも見て思い出

せるようにする。 

 

◇振り返りで理解できていること

を励まし自信をもたせるととも

に、既習内容を生かして新たな

問題への取り組む意欲を高めら

れるような言葉かけをする。 

◇答えは同じでもそれまでの考え

方はたくさんあることを伝え、

自分なりの考えを表現できるよ

うにする。 

自 

力 

解 

決 

３ 公倍数の求め方について考える。 

T それでは、４と６の公倍数を求めましょう。自分の考え

をノートに書き表しましょう。 

T 自分の考えを友達に伝えるので、見て分かりやすいよう

に書きましょう。 

◇問題に対して理解できていない

児童には、倍数や公倍数につい

て再度確認する。 

めあて   公倍数の求め方を考えよう 



１３ 

１

０

分 

C１ 4の倍数と６の倍数の共通の数をさがしました。 

   4の倍数 ４、８、１２、１６、２０、２４、… 

   6の倍数 ６、１２、１８、２４、３０、３６、… 

 

C２ 4の倍数の中から 6の倍数をさがしました。 

4の倍数 ４、８、１２、１６、２０、２４、… 

 

C３ ６の倍数の中から４の倍数をさがしました。 

6の倍数 ６、１２、１８、２４、３０、３６、… 

 

C４ 最小公倍数１２を求め、１２の倍数をさがしました。 

4の倍数 ４、８、１２、 

   6の倍数 ６、１２、 

   １２×２＝２４、１２×３＝３６、… 

◇既習事項の用語を再度確認し、

自分の考えをまとめる手立てと

する。 

◇ノートに自分の考えを表現でき

ない児童には、どのように考え

たのかを少しずつ聞いて、話し

たことを書き表せるよう助言す

る。 

◇答えを出すことができた児童に

は、できたことを褒め、もう１つ

の考え方で解いてみるよう促し

意欲をもたせる。 

◇自分の考えをロイロノートに提

出させ、他の児童の考えも共有

することができるようにする。 

◇机間指導やロイロノートの提出

箱から様々な考えを把握してお

く。 

☆整数を倍数の観点から分類して

考えることができたか。【思】（ノ

ート） 

集 

団 

検 

討 

１

５

分 

４ トリオで自分の考えを伝え合う。 

T ４と６の公倍数は求められましたか。どんな考えをもち

ましたか。自分の考えを友達に伝えましょう。 

T 自分の考えと同じか違うかを意識しながら聞き、グルー

プでいくつの考えが出たか分類してみましょう。 

C 4の倍数と６の倍数の共通の数をさがしていて、考えが

同じでした。 

C 私は 4 の倍数の中から 6 の倍数をさがしたけれど、友

達は６の倍数の中から４の倍数をさがしていて、考え

が違いました。 

 

５ 全体で考えを共有し、深める。 

T ４と６の公倍数をどのような考えで求めましたか。 

 

C１～C４の考え 

 

T 公倍数は、どの方法で考えるとより早く簡単に求められ

そうですか。 

C 最小公倍数の倍数をさがしていく方法です。 

◇きちんと自分の考えがもててい

ることを褒め、表現することに

自信をもたせる。 

◇友達に説明する時は、丁寧な言

葉で話すよう確認する。 

◇友達の考えは、自分の考えとど

のようなところが同じなのか違

うのかを意識しながら聞き、分

類するように伝える。 

 

 

◇様々な考えを共有できるように

発表させる。 

 

 

 

◇できるだけ児童の発言から、「最

小公倍数の倍数をさがしていく



１４ 

  

 

 

方法」に良さを見出せるように

していく。 

ま 

と 

め 

1０

分 

６ 公倍数の求め方についてまとめる。 

T 今日のめあては、「公倍数の求め方を考えよう」でした。

公倍数を求めるには、どのような方法がよりよいかま

とめましょう。 

 

７ 適用問題に取り組む。 

T ２と６の公倍数を小さい方から５つ求めましょう。 

C 最小公倍数６を求め、６の倍数をさがしました。 

  2の倍数 ２、４、６ 

  ６の倍数 ６ 

  ６×２＝１２、6×３＝１８、… 

◇再度めあてを意識させ、児童の

言葉から公倍数のよりよい求め

方についてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

◇自分の考えをきちんともてたこ

とや発表できたことを褒め、適

用問題に意欲的に取り組めるよ

うにする。 

☆公倍数、最小公倍数の求め方を

理解することができたか。【知】

（ノート） 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

公倍数は、２つの数の倍数を並べて見つける。 

     片方の倍数から見つける。 

最小公倍数の倍数になっている。 

まとめ 

公倍数は、２つの数の倍数を並べて見つける。 

     片方の倍数から見つける。 

最小公倍数の倍数になっている。 

めあて 

公倍数の求め方を考えよう 

4の倍数 ４、８、１２、１６、２０、２４、… 

6の倍数 ６、１２、１８、２４、３０、３６、… 4の倍数 ４、８、１２、 

6の倍数 ６、１２、 

１２×２＝２４、１２×３＝３６、… 

6の倍数 ６、１２、１８、２４、３０、３６、… 

4の倍数 ４、８、１２、１６、２０、２４、… 

公倍数とは 

２つの数の倍数の共通する数 

3の倍数 ３、６、９、１２、１５、１８、… 

４の倍数 ４、８、１２、１６、２０、… 


